











Mundilfœri heitir,　　hann er Mána faðir
oc svá Sólar iþ sama;






Dellingr heitir,　　hann er Dags faðir,
enn Nótt var N rvi borin;
2ný oc nið　　scópo nýt regin,
ldom at ártali
（Vm. Str.25）
　第 23 詩節の冒頭の語 Mundilfœri の後半部には，写本により，いくつかの
異形（-færi, -feri, -fari）が存在する．この部分を Ferge と関連させるゲーリン
グ Hugo Gering 説（24）も興味深いが，すると前半部の Mundil（Mundell）が不
明である．（25） ゲーリングは同じ箇所において，Mundell を古アイスランド語の






　両引用の最終の単語 ártal（ártali は与格単数）も，議論が分かれる．（27） ゲー
リングは 「時の計算」Zeitberechnung と解釈するが，単語の前半部 ár- は文字
どおり，「年」と解釈すべきであろう．それよりむしろ，当時は「トシ」と「ト
キ」を区別する必要がなかった，と考えるべきかもしれない．とにかく，後
半部 -tal は明らかに Zahl と同語源であり，複合語として，全体で「年の計算」
の意味になるであろう．（28） しかしそれならば，年の「計算」方法が問題となる．
現代ドイツ語 teilen の，古アイスランド語における語源的対応語は deila であり，
















す語は，þeihs, mel, hweila（31）である．これらは，ギリシア語の 








　mel と hweila は，それぞれ現代ドイツ語の Mal と weil/Weile（英語 while）に















　中高ドイツ語において「時間」を表す語には，zît/gezît, stunde/stunt, tac, 
wîl/wîle; êwe; ie; mal 等がある．wîl/wîle および mal は，ゴート語の対応語を用
いて既に説明した．êwe は ewig に相当するので，ここでは考察を省略する．
　「時間」を表す一般的な語 gezît と zît はほぼ同様の意味であるので（BMZ 
III 913b 等参照），zît をこの二つの形の代表とする．この語は現代ドイツ語の
Zeit に語源的に相当し，更にまた，語根 *dâ［i］-（teilen, zerschneiden, zerrreißen）
のグループに属すという．これに対応するのが，zît の「区切られた時間，期間」
を表す用法である．（36） それは複合語において顕著であり，例えば die bluomen 
und die sumerzît （MF 16, 16）（37）において，sumerzît は夏という季節，すなわ
ち前後を区切られた「期間」を表す．またリーテンブルク伯は，Sît sich hât 





る）時間，時点等が挙げられるが，それは現代語の Zeit とほぼ同様である . ま








びを「午前半ばまで」unz an den mitten morgens tac （Parzival 802, 10） 楽しんだ．
この tac は morgen と共に使われて，午前という「期間」を表す．更に tac には
注目すべき用法がある．苦行により贖罪したいと申し出るグレーゴーリウス
に向かい，漁師は海の中のある岩を知っていると言う．「そこなら，お前は辛
い目にあいながら，己が罪を十分に嘆くことができよう」dâ maht du dich mit 









































































































ばれることになったメロヴェウスを生んだ」peperit ﬁlium nomen Meroveum, per 
co（=quo） regis Francorum post vocantur Merohingii （Fredegarius III 9）（40）．ここに
も個人にちなんだ家門名が語られている．また，部族法典等に散見する貴族の
家門名にも（Lex Baiuwariorum III, 1 等），明らかに人名にちなんだ名称がある．
もちろん，これは大陸にのみ存在する慣習ではない．『エッダ歌謡集』には，
Buðlungr/Buðlungar や V lsungr/V lsungar なる語も散見する．注目すべきは
『ベーオウルフ』（41）における類例であろう．「シェーフの息子シュルド」Scyld 
Sce- ﬁng （Beowulf V.4） は傑出した王であった．そして彼の子孫や，ときには彼




























イエス・キリスト受肉以来 811 年，フランク王国統治 43 年目，イタリア統治
36 年目，皇帝在位 11 年目，インディクツィオ第四年目」anno ab incarnatione 
domini nostri Iesu Christi DCCC °XI °, anno vero regni eius in Francia XL°III°, et 





ついての記事を残している．XL°VI°regni sui anno, subactae vero Italiae XL°III°, 























































































































　先に写本 A と C に追加された『ニーベルンゲンの歌』の冒頭詩節は，作品






































































（23）アリ Ari Þorgilsson によると，アイスランドにおける暦法の改革は 950 年頃であ
る．Vgl. Ares Isländerbuch. Hrsg. von Wolfgang Golther. Zweite neu bearb. Auﬂ. Halle a.S. 
（Niemeyer） 1923 （ASB Bd.1）, S.8, 42 usw. ただし，この改革に従って伝統的な時間意
識までが直ちに変化したとは思えない．北欧人の時間意識を探るには，やはり『エ




Lieder des Codex Regius. Nebst verwandten Denkmälern. Hrsg. von Gustav Neckel. I. Text. 
4., umgearbeitete Auﬂ. von Hans Kuhn. Heidelberg（Winter） 1962 に準拠する．その他必
要な箇所は，Die Lieder der älteren Edda （Sæmundar Edda）. Hrsg. von Karl Hildebrand, 
2., völlig umgearbeitete Auﬂ. von Hugo Gering. Paderborn （Schöningh）1904 及び同上書
初版 hrsg. von Karl Hildebrand. Paderborn （Schöningh） 1876.; Sæmundar Edda. Mit einem 
Anhang. Herausgegeben und erklärt von F. Detter und R. Heinzel. I Text, II Anmerkungen. 
Leipzig （Wigand） 1903 等を参考にした．歌謡の邦題および固有名詞表記は『エッダ





（24）Gering, Hugo: Kommentar zu den Liedern der Edda. Nach dem Tode des Verfassers 
hrsg. von B. Sijmons. Erste Hälfte Götterlieder. Halle （Waisenhaus） 1927（Germanische 
Handbibliothek VII 3,1）［以下，Gering/Sijmons Kommentar 1 と略記］, S.168.
（25）もしこの人物が歴史上の人物であれば，皇帝ユスティニアヌスの司令官であった
ベリサリウスの護衛ムンディラスや同名のローマの将軍の名が挙げられるであろう
が，それでは全く意味があるまい．Vgl. Reichert, Hermann: Lexikon der altgermanischen 
Namen. Wien （Österreichische Akademie der Wiss.） 1987.
（26）de Vries, Jan: Altgermanische Religionsgeschichte. Bd.2. Dritte unveränderte Auﬂ. Berlin （de 
Gruyter） 1970［以下，de Vries 1970 Bd.2 と略記］, S.327; de Vries, Jan （hrsg.）: Altnordisches 
Etymologisches Wörterbuch. Zweite verbesserte Auﬂ. Leiden （Brill） 1977［以下，de Vries 
1977 と略記］.
（27）「アルヴィースの歌」（『エッダ歌謡集』）第 13 詩節においては，妖魔 álfr たちは月を
ár-tali と呼んでいると記されている．この語の解釈についても，以下の議論に準ずる．
（28）Vgl. auch La Farge, Beatrice; Tucker, John: Glossary to the Poetic Edda. Heidelberg （Winter） 
1992, s.v. ár-tal.
（29）Falk/Torp （Nachträge）: s.v. Tal; Walde: s.v. del- usw.
（30）Lorenz, Gottf ried: Snorri Sturluson. Gylfaginning. Texte, Übestezung, Kommentar. 
Darmstadt （WBG） 1984, S.181ﬀ. この書物におけるテキストは，Edda-Gylfaginning 
og Prosafortellingene av Skáldskaparmál, utgitt av Anne Holtsmark og Jón Helgason, 
København-Oslo-Stockholm o. J. （Einleitung 1950）によっている．本論文において『エ
ッダ』とは，Snorri Sturluson の手になるそれを指し，いわゆる『エッダ歌謡集』と
は区別する．
（31）Die Gotische Bibel. Hrsg. von Wilhelm Streitberg. 6., unveränderte Auﬂ. Heidelberg （Winter）
［Sonderausg. der WBG 1971］.［以下，『ウルフィラの聖書翻訳』，『ウルフィラ』等と略記］. 
なお技術的理由により， は hw により表示する．
（32）J・グリムは，ギリシア語とゴート語の対応を考えているようであるが，それが成功
しているとは言い難い．ある一定の対応の傾向は存在する，と考えておくのが無難
であろう．Grimm, Jakob: Deutsche Mythologie. Um eine Einleitung vermehrter Nachdruck 
der 4.Auﬂ. besorgt von Elard H. Meyer （Berlin 1875/78）. Photomechanischer Nachdruck. 
Graz （Akademische Druck- u. Verlagsanstalt）1968［以下，Grimms Mythologie と略記］, 
S.659.
（33）Vgl. Lehmann, Winfred P.: A Gothic Etymological Dictionary. Leiden 1986, s.v. 030. þeihs; 
Pfeifer 1989, s.v. Zeit usw.
（34）Kluge, Friedrich: Etymologisches Wörterbuch der deutschen Sprache. 21. unveränderte Auﬂ. 
Berlin/New York （de Gruyter） 1975, s.v. Ding. Vgl. Ilkow 1968, s.v. thing.






（teilen usw.）が推理された可能性もある．zît （Zeit）と teilen usw. を同語源とする辞
書は Walde 1930 （s.v. dâ［i］-: dí- und d e-.）のみならず多数あるが，異論も存在する
（vgl. Falk/Torp s.v. Tid）．もちろん本論文は語源を論じる場ではない．ただし，もし
Zeit が teilen 等と語源的に関連があるのであれば，「誰により，何のために分割され
たのか」が当然問題になるであろうし（de Vries 1977 s.v. tið），また，連続する時間
と「分割」との関連も不明である．Feist は賢明にも，語源は schwankend としてい
る（vgl. Feist, Sigmund: Vergleichendes Wörterbuch der Gotischen Sprache. Mit Einschluß 
der Krimgotischen und sonstiger zerstreuter Überreste des Gotischen. 3. neubearbeitete und 
vermehrte Auﬂ. Leiden （Brill） 1939, s.v. til; Lehmann 1986, s.v. T27. til usw.）
（37）Des Minnesangs Frühling. I Texte. Bearb. von Hugo Moser und Helmut Tervooren. 37., 
revidierte Auﬂ. Stuttgart （Hirzel） 1982［以下，MF と略記］.
（38）de Vries 1970 Bd.2, S.393. 『エッダ歌謡集』中の「巫女の予言」等には，世の始まりと
終わりが述べられており，これまた同様の論争を引き起こしている．前世紀から今世
紀初頭までのこの論争については，下記の書物の該当個所に概略が述べられている．
Nordal, Sigurdur （hrsg.）: Völspá. Aus dem Isländischen übersetzt und mit einem Vorwort zur 
deutschen Ausgabe von Ommo Wilts. Darmstadt 1980, S.7.ﬀ., S.112. なおこの研究者は，
神々の没落の原因を彼らの偽誓に帰している（S.149f.）．数十年の隔たりを越えても，
彼の見解には耳を傾けるべき点が含まれる．
（39）Iordanis Getica. In: Iordanis Romana et Getica. Recensvit Theodorus Mommsenn. MGH AA 
V/1. Berlin（Weidmann）1882, S.53-138 ［以下，Iordanis Geticaと略記］. 引用箇所は，V（42）
および XIV（79）．ちなみに，この一門にはエルマナリクスやテオドリクスも含まれ，
Amali が英雄伝説中の Amelungen に相当することが分かる．
（40）Chronicarum quae dicuntur Fredegarii scholastici libri IV. In: Fredegarii et aliorum Chronica. 
Vitae sanctorum. Edidit Brvno Krvsch. MGH SRM II. Hannover（Hahnsche Buchh.） 1888
［以下，Fredegarius と略記］. 
（41）Beowulf. Heyne-Schückings Beowulf. Hrsg. v. Else von Schaubert. 18. Aufl. Erneut 
durchgesehen. Paderborn （Schöningh） 1963［以下，『ベーオウルフ』あるいは Beowulf





（43）Ottonis episcopi Frisingensis Chronica sive Historia de duabus civitatibus. Editio altera. 
Recognovit Adolfus Hofmeister. MGH SRG（in us. schol.）.  Hannover/Leipzig （Hahnsche 
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Karl: Deutsche Literatur im europäischen Mittelalter. Bd.1. München （Beck）1972, S.745.
（48）相良訳では tagen を「日」であるかのごとく訳しているが誤り．
